
地

球

茶
六
懸

第
四
餅

)]由

四
八

地

理

敦

瀞
ヾ

j

し
て

の

地

形

固

(撃

寺

六
)

佐

渡

所
軍
地
組
~
五
茄
分
丁
地
形
固
､
苑
.
河
原
田
畏
相
川
樹
幅

参
考
地
陶
ー
二
十
尚
分
7
佐
波
地
質
固
ー
二
十
鵜
分
7
帝
国

蹄
､
相
川
及
長
岡
団
桁
｡

二
十
満
身

7
帝
観
閲

'
粕
川

及
長
岡
の
雨
間
幅
を
連

ね
る
ビ
佐
渡
島
の
地
形

1
投
だ
本
州
に
射
す
る
位
置
的

関
係
k
Jを
窺
ふ
こ
だ
が
出
凍
る
｡
島
は
越
後
の
海
岸
か

ら
最
短
三
二
粁
年
(於
ケ
崎
間
瀬
の
北
)
を
隔
て
面
積
八

六
九
方
粁
'
同
園
二
〇
九
粁
東
北
か
ら
西
南
に
向
ふ
南

北
二
列
の
山
地
だ
.
そ
の
間
の
低
地
だ
か
ら
成
っ
て
.

北
は
大
佐
渡
'
筒
は
小
佐
渡
'
中
央
の
低
地
は
国
中
坪

野
で
あ
る
｡
中
野
の
兼
に
は
嗣
浄
関
.
酉
に
は
展
野
増

の
深
い
湾
入
が
あ
っ
て
'
佐
波
の
形
を
特
殊
化
し
て
ゐ

る
｡
揮
岸
に
は
部
分
に
ょ
つ
て
種
々
の
名
桝
が
あ
-
～

大
佐
渡
で
は
小
川
庚
北
を
外
輝
停
滞
､
以
西
鹿
野
轡
に

至
る
ま
で
を
酋
潰
'
衆
岸

山
帝
を
内
海
府
'
小
佐
波
で

は
於
ケ
幡
以
東
.曾
拙界
済

'以
佃四
-仰
木
酵
ま
で
を
前
終
､

良
小
木
よ
り
西
の
畢
島
部
は
三
崎
.
田
切
須
新
町
問
は
西

浦
だ
い
ふ
｡
爾
砕
湾
頭
に
は
簡
北
よ
-
敬
連
す
る
砂
塀

に
よ
っ
て
外
海
だ
隔
て
ら
れ
る
加
茂
潟
湖
が
あ
る
｡
本

誌
第
四
溶
解

l
戟
附
銀
の
海
園
を
見
る
E
t
西
岸
に
接

し
て
千
米
以
上
の
深
海
が
南
北
に
宮
山
潜
に
向
つ
て
入

-
込
み
'
島
の
四
周
ビ
北
及
東
北
に
は
二
百
釆
以
内
の

浅
唯
が
贋
-
散
鮎
し
て
ゐ
る
｡

地
質
及
構
造

故
原
的
博
士
は
佐
渡
だ
簡
登
k
1
の
類

似
し
て
ゐ
ガ
瓢
か
ら
佐
渡
を
南
轡
に
屈
せ
し
め
ら
れ
た

今
二
十
満
身

f
地
質
園
を
見
る
E
.
最
古
の
地
層
は
秩

父
古
生
層
で
あ
る
が
.
こ
れ
は
位
に
大
佐
改
発
北
端
だ

小
佐
波
於
ケ
崎
附
近
亡
に
露
出
す
る
に
過
ぎ
ぬ
.
之
を

寛
ぬ
-
閃
擢
岩
.
花
崗
岩
は
極
め
て
機
に
岩
脈
状
に
挿

入
し
て
ゐ
る
｡
中
生
厨
は
地
表
に
は
鰐
田
が
な
-
'
箱

lこ
紀
膚
は
同
時
代
の
新
火
山
岩
･"
共
に
最
-
麟
-
舟
山伸



し
1
位
油状
の
⊥人
山鞘
を
構
成
す
る
け
:
れ
に
加利
薦
H二
相
あ

っ
て
,
倦
層
は
粕
川
錆
三
配
膳
ご
い
ひ
1
歳
衣
裳
澱
も

多
-
'
そ

れ
ビ
Ti
厨
L
t
又
は
之
を
徴
覆
し
て
輝
石
安

山
岩
.
流
紋
岩
此
ハ他
の
火
山
岩
が
泣
糾
し
て
火
佐
波
小

佐
波
の
山
地
を
つ
-
る
O
こ
掛
軸
川
第
三
紀
層
中
に
は

西
拓
の
二
7粗
相
附
近
'
外
海
府
の
中
根
崎
'
小
佐
渡
西

岸
亀
脇
等
に
化
石
を
座
し
.
横
山
博
士
は
亀
脇
産
の
免

租
及
セ
ク
オ
イ
ア
'
タ
ク
ツ
デ
ク
ム
に
よ
っ
て
中
新
世

だ
せ
ら
れ
'
叉
､
小
津
博
士
は
海
域
の
化
石
デ
ス
屯
ス

チ
ル

ス
を
得
ら
れ
た
｡
こ
の
化
石
は
北
米
西
部
の
中
新

世

に
塵
す
る
も
の
で
あ
る
｡
地
層
は
極
め
て
慶
劫
に
富

み
厨
序
的
研
究
は
容
易
で
な
い
｡
麓
三
紀
新
暦
は
滞
根

第
三
紀
層
だ
印
し
.
大
佐
渡
で
は
西
浦
の
浬
根
近
傍
'

小
佐
波
で
は
羽
茂
川
の
谷
に
よ
-
敬
蓬
す
る
｡
こ
の
地

層
は
就
水
菜
.
頁
岩
.
及
砂
岩
に
富
み
.
滞
根
附
近
に

は
豊
富
な
化
石
産
地
が
あ
ら
.
各
種
の
介
頻
を
出
し
.

大
佐
渡
北
･方
の
輿
東
川
で
は
植
物
化
石
を
も
出
し
て
ゐ

て
.
鮮
新
倣
ビ
さ
れ
て
ゐ
る
｡
第
四
紀
洪
積
層
は
観
中

卒
野
の
兼
部
及
山
麓
'
佐
波

の両
部
.
北
端
澗
野
原
､

ゲ

及
び
外
海
府
の
石
花
よ
-
小
EB
附
鑑
の
轟
地
に
発
達
し

地
扱
教
材
'}
し
て
の
地
形
陶

閣
砥
ゴー‥
ハ他
に
美
鮒脱
L･{
る
段
丘
を
り
-1
つ

てク､ル
る
虞
が
多

い
｡
沖
鞘
膳
は
閣
中
神
野
の
開
府
川
流

域
に
政
も
贋
-

羽
茂
州
下

流
に
も
小
筒
域
の
勝
連
が
あ
る
｡
海
岸
に
は

断
崖
が
多
い
か
ら
海
岸
中
野
の
敏
連
は
乏
し
い
｡

思
ふ
に
着
生
層
生
成
彼
も
中
生
代
叉
は
新
生
代
の
初

め
に
於
て
顕
著
な
地
建
が
あ
っ
て
'
着
生
厨
の
大
部
を

消
失
せ
し
め
'
儀
に
隔
壇
の
二
小
地
馬
を
残
す
に
苧
b

し
め
た
｡
第
三
紀
に
入
-
て
陸
地
を
増
加
し
'
こ
E
に

相
川
第
三
紀
層
は
分
布
が
甚
だ
贋
-
'
滞
根
第
三
紀
層

は
西
部
に
多
い
｡
第
三
紀
の
頃
は
地
麹
が
最
も
甚
し
-

て
､
多
-
の
断
層
'
火
山
岩
の
選
出
を
伸
ひ
構
造
を
磯

雄
な
ら
し
め
た
｡
窮
四
紀
に
入
-
て
ほ
大
鰭
に
於
て
陸

地
の
隆
超
を
生
じ
た
が
'
傾
起

的
に
沈
降
が
行
ほ
れ
て

小
木
･bl良
港
.
矢
島
｡
粧
島
等
沿
岸
の
小
喚
'
非
に
加

茂
湖
の
如
き
溺
れ
谷
を
つ
-
つ
た
｡
国
府
川
沿
岸
神
職

地
は
最
近
の
地
質
鵬
代
ま
で
浅
海
で
あ
っ
た
が
緩
慢
な

隆
起
を
つ
ゞ
け
つ
ゝ
今
日
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
｡

佐
渡
横
山

佐
波
が
地
建
に
富
み
.
そ
の
構
造
の
錯

綜
せ
し
め
'
火
山
作
用
を
伴

っ
た
こ
亡
は
塵
々
に
錬
脈

の
生
成
を
促
す

1
大
原
関
を
な
し
.
外
蹄
府
の
沿
岸
に

エ畠

四
九



蝿

凍

第
六
鴨

は
小
野
見
'
北
m
野
浦
'
入
川
'
北
立
場
'
月
中
'
戸

),ビ
p(

地
'
北

狭

'
達
者
t
等
が
あ
ら
'
更
に
南
に
は
相
川
t
.

イ
カ

純
子
'
五
十
児
'
内
海
府
方
面
に
は
梅
津
'
白
湘
'
小

佐
渡
方
面
に
は
田
切
節
､
大
小
'
中
川
'
新
穂
'
等
が

あ
る
｡
こ
れ
等
は
今
は
暦
坑
ど
な
っ
て
ゐ
る
も
の
も
あ

-
'
小
規
模
た
る
た
め
に
稼
行
し
難
い
も
の
も
あ
る
が

兎
に
角
そ
の
敦
は
多
い
｡
叉
粕
川
沿
･LL
及
笹
川
附
近
に

は
砂
食
を
も
兼
す
る
｡
こ
れ
等
の
中
'
相
川
町
の
東
方

に
あ
る
佐
渡
常
山
は
故
も
著
名
で
'
熊
笹

一
九
八
第
呼

年
産
金

二
二
〇
貫
銀

一
四
〇
〇
斑
'
銅
六

〇
琴
で
座
し

現
今
は
昔
日
に
及
ぼ
.'し
い
が

'
慶
長
六
年
よ
･I
約
三
三

〇
年

後
の
今
=
ま
で
H
本
重
野
細
山
の

一
つ
で
あ
る
0

筒
石
は
自
然
金
'
杯
銀
蘇
'
井
潮
解
'
関
節
鉛
薮
'
方

鉛
輔
撃
で
ま
w
L
t
粕
川
節
三
紀
膚
の
凝
狭
山平
で
伸
岩

と
す
る
石
英
版
中
に
多
-
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡
錬
床

は
概
し
て
地
表
に
近
-
存
在
し
所
網

S
h
a
〓
o
w

ty
pe

に
威
し
'
黒
鋸
式
安
代
館
床

S部
yJ
裂
娃
噴
射
床
の
部

亡
の
二
秤
額
が
あ
る
.
連
銀
岩
に
就
い
て
は
従
爽
安
山

岩
で
あ
る
ど
さ

れ
て

ゐ
た
が
倉
内
工
率
士
等
は
洗
紋

山方
で

あ

る

亡
考

へ
る
○
地
表
よ
-
の
｣観
幕
で
は
第
三

鷺
四
健

二黄

玉
〇

紀
府

中
の
火
山
岩
は
殆
ん
+I/

,全
部
安
山
岩
の
み
で
あ
る

か
ら
'
之
を
連
珠
岩
と
考
へ

る
こ
}J
は
命

理
的
の
如
-

見
わ
る
け
れ
ど
'
安
山
岩
は
岩
床
叉
は
熔
岩

1ヾし
て
地

膚
に
入
-
'
安
山
岩
よ
-
も
雀
に
悲
出
し
た
洗
紋
岩
は

相
川
海
岸
に
演
出
し
'
現
今
操
行
の
二
大
坑
た
る
高
任

J･ウ

'ナ

比

(
隆
坑
全
裸

7
二
足
五
尺
)
34
歳

坑

(宴
坑
各
珠
九

(部頚霧LTJ並進ミ坑任高)tlJ績沈佐
四
二
尺
)
の

下
部
に
は
キ

ュ

ポ
ラ

C
u
p

oh
状を
3
･･t

L
で
石
英
の

斑
晶
を
多
政

に
有
す
る
斑

岩
質
洗
紋
砦

(
N
e
v
a
d
ite
)

が

尊
兄
さ
れ

帝
根
の
北
方

I)
<シ
範
子
銀
山
の

下
称
に
も
洗

軟
岩
が
存
在



す
る
:
亡
が
一柳州ら
れ
､
冊
りか
に
粕
川
仙川
叱札
的
地
下
･卜に
は

洗
紋
砦
SJ
分
布
の
I贋
き
な
し
ら
し
め
る
O
次
に
青

殊
か

ら
の
操
堀
跡
'
並
に
現
今
の
常
頻
の
部
を
坑
内
間
に
つ

き
て
見
る
E
､
キ

ユ
ポ
チ
状
を
な
せ
る
流
紋
岩
的
中
及

そ
れ
よ
-

四
〇
〇
尺
以
内
の
部
外
に
存
在
し
'
之
を
距

る
に
つ
れ
て
貧
飾
ど
な
-
安
山
岩
に
は
無
関
係
で
あ
る

こ
れ
等
の
理
由
は
流
紋
岩
を
し
て
運
騨
岩
で
あ
ら
-
ど

者

へ
し
め
る
所
以
で
あ
る
｡
鍍
脈
は
東
西
脈
が
豊
で
楽

北
'
西
北
脈
は
別
で
あ
る
｡
鍍
脈
生
成
彼
走
向
断
層
'

傾
斜
師
厨
等
種
々
の
断
厨
が
起

っ
て
鍍
脈
を
反
覆
'
何

位
さ
せ
構
造
を
磯
雄
に
し
て
ゐ
る
C
(
馬
奥
は
高
任
坑
の

西
方
か
ら
遺
聯
脈
だ
い
ふ
頻
脈
の
露
頭
部
を
見
た
も
の

で
採
掘
L
殻
せ
る
露
頭
部
は
大
な
る
割
れ
目
ど
な

っ
て

残
-
.
五
番
分

一
地
形
園
に
も
示
さ
れ
て
ゐ
る
｡
)

地
形

夷
胸
幅
に
つ
き
て
見
る
に
約
二
百
米
の
地
を

境
yJ
し
て
そ
れ
以
上
の
地
だ
以
下
の
地
だ
ほ
等
商
銀
の

配
布

に
顕
著
な
差
異
が
あ
る
｡
即
ち
､
約

二
百
米
以
下

の
粗
な
る
コ
ソ
JL
〝
の
地
は
'
多
-
は
新
期
堆
借
物
よ

-
成
-
.
多
-
の
村
落
の
分
布
を
見
る
｡
二
百
米
以
上

の
地
は
密
な
る

コ
ソ
ト
ル
を
有
L
t
金
北
山

二

一
七

租
税
教
材
ミ
し
て
の
地
形
園

ニ

I

釆

)

を
叔
甘弼
-y}し
､
概
ね
七
八
?･:
瀕
小
い
骨桝
さ
を
小判
す

る

大

佐

班
の
ブ

p
ヅ
ク
を
包
括
す
る
｡
こ
の

ブ
ロッ
ク

の
分
水
界
は
東
商
に
偏
し
'
従

っ
て
爾
北
斜
面
は
東
商

斜
面
よ
-
鞘
控
で
あ
る
｡
山
聡
は
大
小
の
河
流
に
浸
蝕

さ
れ
て
幾
多
の
ス
.'1
-
が
僚
逮
す
る
が
内
海
府

か
ら
固

中
卒
野
の
北
に
か
け
て
は
'
ほ

3･直
線
状
を
示
す
.
こ

の
斜
面
を
流
れ
る
河
流
は
水
盛
は
豊
官
で
は
な
い
が
急

斜
面
を
淀
蝕
し
.
之
を
山
麓
に
堆
積
し
て
'
梅
津
川
扇

状
地
の
如
き
美
麗
な
梗
式
崩
を

つ
-
る
も
の
が
あ
る
｡

河
原
田
園
幅
に
つ
き
て
小
佐
波
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
見
る
^
/j

大
蛇
五
六
百
米
で
大
佐
改
よ
-
低
-
二
宵
瀬
の

コ
ソ
ー

ル
を
劃
し
て
地
形
を
考
察
す
る
ど
'
山
麓
顔
が
直
線
状

に
逮
る
部
が
二
つ
あ
る
Q
そ
の

1
は
東
南
海
岸
線
亡
は

ゞ
平
行
に
遺
る
も
の
で
.
低
に
ヒ
ル
メ
(
二
九
五
米
)
の

地
に
不
規
則
を
見
る
の
み
で
あ
る
｡
そ
の
二
は
羽
茂
川

新
谷
の
北
部
で
あ
る
｡
こ
の
二
っ
の
山
地
の
分
水
界
は

東
南
の
急
斜
面
に
荘
-
存
在
し
西
北
に
向

つ
て
綬
-
傾

斜
す
る
の
で
あ
る
.
今
.
羽
茂
川
谷
の
両
側
を
見
る
ビ

直
線
状
を
な
す
急
な
北
斜
面
ビ
'
凹
凸
に
富
む
緩
や
か

な
甫
斜
面
だ
ほ
地
形
上
著
し
い
舶
英
で
あ
る
0
着
L
t

悪

心

五

l



地

球

埜

ハ
怨

地
貿
構
造
に
よ
る
差
違
が
=
れ
等
の
地
形
的
差
違
の
原

田
ど
な
っ
て
ゐ
る
な
ら
ば
大
佐
準

小
佐
波
は
傾
超
地

塊
で
二
別
記
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
南
急
斜
面
は
断
層
塵

で
あ
-
･
小
佐
渡
は
大
佐
渡
の
ブ

tL
ツ
ク
よ
-
も
約

二

闇
米
以
上
低
下
す
る
も
の
で
あ
る
O

河
原
田
園
幅
の
西
北
隅
だ
英
同
幅
ど
な
慶
照
し
て
西

洛
寧
島
部
を
見
る
ど
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